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トピックス 

国内最大市場である、関東方面への進出 

当社は厳選された原材料を使用し、価値ある商品を、 

競争力のある価格で、提供します。 

 ・新工場である富士山麓工場の進捗状況について 

    富士山麓工場は設備投資を増額し、投資予定総額を約 42 億円から約 49 億円と

しております。1月上旬に地鎮祭を執り行い、当初の計画どおり建屋建設に着手し

ており、今秋の稼働に向けて着々と準備が進んでおります。 

・営業の進捗状況について 

2019 年 1 月に新たな営業拠点として東京営業所を設置し、販売活動に注力して

おり、関東地域の新規取引先様との商談は順調に推移しております。 

・順調な商談により関西工場（滋賀県）からの先行出荷開始 

・新規取引先様からの商談アプローチ（引き合い） 

・新商品の開発状況について 

近年、テレビ番組等マスメディアからの情報提供等により、大豆関連製品は優れ

た健康食品として認知されてきております。なかでも手軽に購入できる豆腐関連製

品について、当社では新製品の開発に着手しております。 

また、お客様、消費者のニーズに沿った提案型の商品開発に努めていく方針です。 

 

 

○業績サマリー（第２四半期（累計） 前期比・予算比） 

      

  
2018年６月期 

第２四半期実績 

2019年６月期 

第２四半期予算 

2019 年６月期 

第２四半期実績 
前期比 予算比 

売上高 5,281 5,550 5,482 ＋3.8% ▲1.2% 

売上総利益 1,458 1,488 1,530 ＋5.0% ＋2.8% 

営業利益 497 463 508 ＋2.2% ＋9.7% 

経常利益 494 452 510 ＋3.2% ＋12.8% 

四半期純利益 318 319 340 ＋6.8% ＋6.5% 

株式会社やまみ（東証 2 部 2820） 
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１．2019年６月期第２四半期業績概要―増収増益 豪雨災害、暖冬の影響を吸収― 

 

◎売上高（10～12月の単月、及び第２四半期累計） 

 10月の売上高は、当社主力製品である厚揚げが売上を大きく伸ばした結果、前年同期比、予算比

ともに大きく上回りました。 

11月の売上高は、全国的に例年より気温が高く、鍋物商材が伸びなかったため、前年同期比では

増加したものの、予算比では下回りました。 

12 月は 11 月に引き続き暖冬の影響もある一方、本社工場・関西工場の新ラインが稼働したこと

で生産能力が向上し、昨年より多くの年末の需要増加に対応できました。この結果、前年同期比で

は売上が大きく増加しました。 

第２四半期累計の売上高は前年同期比では＋3.8%、予算比で▲1.2％となる 5,482 百万円となり

ました。 

 

◎売上総利益（第２四半期累計） 

 売上総利益は本社工場・関西工場の新ライン稼働により、年末繁忙期の生産に余裕を持たせられ

たことで、ライン整備による修繕費が減少しました。また、取引条件の改善に取り組み、商品単価

が２％を上回る改善ができたこと、加えて生産工程の改善に取り組んだことで、原材料・製品品質

の向上を行いつつも製造原価が低減しました。以上の結果、前年同期比で＋5.0%、予算比で＋2.8％

となる 1,530百万円となりました。 

 

◎営業利益（第２四半期累計） 

 営業利益は、運送コスト上昇に伴う荷造運賃の増加、市場変更の費用の発生がありましたが、前

年同期比＋2.2%、予算比＋9.7%となる 508百万円となりました。 

 

◎経常利益（第２四半期累計） 

 経常利益は、株式の発行費用等もありましたが、助成金収入の増加等で、それらの費用を吸収し

た上で前期比で＋3.2％、予算比で＋12.8％となる 510百万円となりました。 

 

◎四半期純利益（第２四半期累計） 

 四半期純利益は、前期比＋6.8%、予算比＋6.5％となる 340百万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

  



○2019年６月期第２四半期累計期間の設備増強 

○当会計期間における設備増強 

 当会計期間に完了した主な設備増強は下表のとおりです。 

 

 本社工場 関西工場 

設備名 3Ｐ6Ｂ豆腐ライン新設 3Ｐ6Ｂライン新設 

設備投資額 696百万円 831百万円 

能力 時間当たり製造量：10,000個 時間当たり製造量：10,000個 

 

 

 

○第２四半期累計期間における減価償却費の推移 

当会計期間の減価償却費は前年同期と比べて 44百万円増加しましたが、当社にとって高い

競争力を生む源泉である、圧倒的なスピードでの設備投資を今後も継続していきます。 

 当会計期間においては、減価償却費の増加に加えて、株式発行の費用の計上、荷造運賃の

増加等の要因を、高付加価値製品の導入による販売単価の上昇、生産工程の改善による製造

原価の低減で吸収し、前年同期比で増益となっております。 

 

単位：百万円 

 
 

 

 

  



【株式会社やまみ 会社概要】 

設立： 昭和 50年１月 

代表者： 代表取締役社長 山名 清 

資本金： 1,215 百万円 

事業内容： 豆腐及びその関連製品である厚揚げ、油揚げ等の製造、販売 

本社： 広島県三原市沼田西町小原字袖掛 73番地 5 

事業所 関西工場 

滋賀県甲賀市水口町さつきが丘 16番地 

大阪営業所 

大阪府茨木市末広町 4-41-202 

東京営業所 

東京都北区東田端 2-7-16 神原ビル 2 101号室 

※2019年 1月新規開設 

従業員数 正社員 207 名、パート社員 172名 

合計 379名 （2018 年 12 月末現在） 

 

 

【本リリースに関するお問合せ先】 

株式会社やまみ 経営企画室 

TEL：0120-047-803 FAX：0848-86-3676 e-mail：ir@yamami.co.jp 

 

 

本資料は、2019年６月期第２四半期の業績及び今後の経営ビジョンに関する資料の提供を目的とした

ものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。ま

た、本資料は 2019年２月 14日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意

見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するも

のではなく、また、今後予告なしに変更されることがあります。 
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